
 

- 1 - 

 

令和４年１２月三木市教育委員会（定例会）会議録 

 

１ 開催日程 

 (1) 開  会  令和４年１２月１６日（金）午後２時００分 

 (2) 閉  会  令和４年１２月１６日（金）午後４時４０分 

 

２ 場  所   三木市役所 ５階 大会議室 

 

３ 議事日程 

第 １ 会議録署名委員の指名について 

第 ２ 会議録の承認について 

第 ３ 会議の公開・非公開の決定について 

第 ４ 協議事項１１ 令和５年度の予算編成に係る教育予算について 

  第 ５ 報 告 事 項 各課（室）の所管事項について 

第 ６ そ の 他   

第 ７ 次回定例会の開催日程について 

 

４ 出 席 者 

教 育 長 大 北  由 美 

委 員 石 井  ひろ美 

委 員     中 嶋  直 裕 

委 員 梶    正 義 

委 員 稲 見  秀 行 

 

５ 欠 席 者  なし 

 

６ 事務局出席者 

教 育 総 務 部 長 本 岡  忠 明 

教 育 振 興 部 長     横 田  浩 一 

教 育 総 務 課 長     森 田  眞 規 

教 育 施 設 課 長 荒 田  知 宏 

生 涯 学 習 課 長     河 端    康 

図 書 館 長 伊 藤  真 紀 

文化・スポーツ課長 金 井  善 純 
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学 校 教 育 課 長 田 中  智 美 

教 育 セ ン タ ー 所 長 橋 本  泰 一 

学 校 再 編 室 長     鍋 島  健 一 

    教 育 ・ 保 育 課 長 仲 谷    淳 

  教 育 総 務 課 係 長 三 觜  牧 恵 

    教 育 総 務 課 主 事     大 野  剛 史 

 

７ 傍 聴 者  なし 

 

 

*************************************************** 

 

開  会 

教育長が、令和４年１２月三木市教育委員会定例会の開会を宣言した。 

 

         *************************************************** 

 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

教育長が、三木市教育委員会会議規則第２８条の規定により、本日の

会議の会議録署名委員に、中嶋委員と梶委員を指名した。 

 

日程第２ 会議録の承認について 

教育長が、令和４年１１月定例会（１４日開催）の会議録について委

員に諮り、全員一致で承認された。 

 

日程第３ 会議の公開・非公開の決定について 

教育長が、議事の進行について委員に諮り、協議事項１１「令和５年

度の予算編成に係る教育予算について」は、３月市議会に提案を予定し

ている案件であり、公にすることにより不当に市民の間に混乱を生じさ

せるおそれがあることから、三木市教育委員会会議規則第５条第１項た

だし書の規定により、非公開で審議することについて同意された。 

 

 日程第５ 報告事項 各課（室）の所管事項について 

  （１）教育施設課報告事項 
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    〇荒田教育施設課長が次のように報告した。 

     旧中吉川小学校工作物等撤去工事は、進捗率が１０％から３０％

となり、現在はグラウンドの工作物を撤去している。工期について

は、地権者との調整が長引いたため、１２月２３日から令和５年３

月３日に延長する。 

     緑が丘小学校土砂災害対策工事は、着工に向けて進めており、令

和５年１月から工事に取り掛かる。 

     物価高騰分の学校給食費徴収について、現在は児童生徒分の給食

費については無償化で進めているが、教職員については徴収してい

る状況である。物価高騰に伴い食材費が増えているため、教職員か

ら学校給食費を追加で徴収する。児童生徒は国の地方創生臨時交付

金があるため徴収は行わない。教職員の徴収金額について、小学校

では通常月額３，９４０円から物価上昇割合１０％、１食あたり差

額２３円、年間上昇分が４，２５５円となる。この年間上昇分を３

月の給食費３，９４０円に追加し、合計８，１９５円を徴収する。

中学校では通常月額４，１００円から物価上昇割合１０％、１食あ

たり差額２６円、年間上昇分が４，４２０円となる。この年間上昇

分を３月の給食費４，１００円に追加し、合計８，５２０円を徴収

する。今後の予定は、令和５年３月中旬に物価高騰分を精査し、通

知書を送付し、下旬に物価高騰分を追加した給食材料費を徴収する。

なお、この追加徴収については、１２月１日の校園長会で説明を行

っている。 

 

  （２）生涯学習課報告事項 

    〇河端生涯学習課長が次のように報告した。 

     あったかいっていいな大会を１２月１０日に吉川町公民館で開催

し、参加者は１５０人であった。アカペラグループ宝船の公演もあ

った。 

     自由が丘連合自主防災訓練を１月１５日に自由が丘中央公園で実

施する。例年多くの住民が参加しており、今年度も６００人を予定

している。 

     令和４年度三木市二十歳の祝典を１月８日に文化会館大ホールで

実施する。対象者は６９４人である。成人となる年齢が２０歳から

１８歳に変更されたが、２０歳を対象に実施するため、名称を「成

人式」から「二十歳の祝典」に変更した。３年ぶりの１部開催で実
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施する。 

     子ども食堂については、１２月１８日から毎月第３日曜日にみな

ぎ台第５集会所で、ボランティアサークル「おだんごぱん」による

吉川地域の子ども食堂「おだんごぱんキッチン」が開設されている。

また、令和５年１月２０日から毎月第１と第３金曜日の夕方に別所

町公民館で「ボランティアぬくもりの手」による子ども食堂「べっ

しょなかよし食堂」が開設される予定である。 

 

  （３）図書館報告事項 

    〇伊藤図書館長が次のように報告した。 

     クリスマスおはなし会＆工作を１２月３日に中央図書館で、１２

月１０日に青山図書館で開催した。参加者は、中央図書館が３１人、

青山図書館が１９人であった。 

     今後の予定事業については、すくすくのクリスマス会を１２月１

９日に吉川図書館で開催する。 

三木染形紙デザインの読書手帳配布を１月４日から市内各図書館

で実施する。三木市指定文化財に指定した染形紙を市民の方に知っ

ていただくために、図書館では平成２８年度から染形紙をデザイン

した読書手帳を配布しており、市民からは好評である。 

「新春企画・おたのしみ袋２０２３」を１月７日に青山図書館で

実施する。「笑う門には福来る」、「当たる占いの本」、「恐竜博

士になろう」などテーマごとに選んだ本を詰め合わせた「おたのし

み袋」を貸し出す。今回は兵庫県立三木北高等学校との連携事業と

して、高校生が選んだ本のおたのしみ袋も貸し出す。 

 

  （４）文化・スポーツ課報告事項 

    〇金井文化・スポーツ課長が次のように報告した。 

     「郷土の書家 上田桑鳩展」（後期）を１１月５日から１１月２

７日まで堀光美術館で実施し、来場者数は８８３人であった。この

特別企画展は、前期・後期で約２か月間開催し、前期の来場者数で

ある９７０人を含め、特別企画展全体の来場者数は合計１８５３人

であった。 

     吉川の歴史に関する特別講演会を１１月２６日に、吉川町の文化

財を巡る歴史ウォークを１１月２７日に開催した。 

     今後の予定は、「第４７回 グループしぶがき展」を１２月９日



 

- 5 - 

 

から１２月２５日まで堀光美術館で開催する。 

     「木版と洋画を楽しむ二人展」を１月７日から１月２９日まで、

堀光美術館で開催する。 

     １２月から三木城の二の丸跡発掘調査を行っており、１２月２４

日に現地で発掘調査の現状の説明会を開催する。 

 

  （５）学校教育課報告事項 

    〇田中学校教育課長が次のように報告した。 

     第９回定例校園長会を１２月１日に実施した。生徒指導について

は、保護者からの相談についての報告連絡相談の徹底や来年度の引

継ぎを正確に行うよう指導した。 

冬季休業を迎えるに当たっての生徒指導については、特に２点を

重点的に指導するように依頼した。１点目に、不登校の児童生徒に

とって、学期初めは再登校の新たな一歩になり得るので、冬季休業

中も可能な範囲で家庭訪問とアプローチを大切にすること、２点目

に、ネット依存にならないよう、子どもたちに指導するとともに、

インターネットの使用について家庭でも話し合うよう保護者への啓

発を依頼した。 

教職員の服務規律の確保については、冬休みを迎えるにあたり、

交通事故の防止、飲酒運転の禁止、個人情報等の取扱注意を中心に

教職員への指導を徹底するように依頼した。 

１２月６日に実施した学力向上対策委員会と１２月１４日に実施

した未来を創る学力育成プロジェクト会議の内容は、１月定例会で

報告する。 

臨時校園長会を１２月１３日に実施した。緑が丘中学校で発生し

た転落事故の控訴の提起に関する議案が否決に至った経緯を説明し、

今後の対応として、危機管理ハンドブックを基に各校園で学校安全

管理体制の再確認及び充実強化に努めるよう通知した。 

緑が丘中学校の転落事故の控訴の断念について説明する。控訴の

提起に関する議案が１２月議会で否決されたことを受け、市は控訴

を断念することとなった。また、相手方も判決文を受け取ってから

２週間の控訴期限までに控訴しなかったため、第１審の判決が確定

した。現在、賠償金等支払いの手続きを進めている。支払いが完了

すると訴訟は終結となる。 

教育委員会１１月定例会で特別支援免許所有者数について質問が



 

- 6 - 

 

あったため報告する。令和４年５月１日現在、特別支援免許所有者

は、全体の１３．３％にあたる５２人である。内訳は、小学校が１

３．８％で３３人、中学校が６．８％で９人、特別支援学校が５０％

で１０人である。教員数には管理職、養護教諭、栄養教諭は含んで

いない。 

 

  （６）教育センター報告事項 

    〇橋本教育センター所長が次のように報告した。 

     市民パソコン講座を１１月２５日から１８日まで実施し、参加者

は４人であった。期間中、教育センターで生徒がトライやる・ウィ

ーク活動をしており、当該生徒と一緒にパソコン教室を行った。 

     適応教室は、２学期の末で終了し、冬季休業日を設けている。２

学期の通級状況を２６日と２７日に各学校に報告し、連携を図る。 

     ＣＧアートコンテストの作品募集を１２月２８日で締切り、１月

１２日に審査委員会を実施する。 

     青少年センターの事業について説明する。ネット見守り隊は、女

子中学生が顔出し写真をTwitterに掲載し、教員への不平を記載し

ていた。個人情報が特定できる内容であったため、学校に報告し、

指導を行った。 

     年末年始、二十歳の祝典及び戎神社例祭の特別補導を実施する。 

 

  （７）学校再編室報告事項 

    〇鍋島学校再編室長が次のように報告した。 

     先進校視察については、令和４年度は管理職を含めて合計２９人

の教職員が施設一体型小中一貫校または小中分離型の学校の視察に

参加している。 

     コミュニティ・スクール研修会を１１月２１日に教育センターで、

学校の教職員を対象に、文部科学省CSマイスターの小西哲也氏を招

聘し、「なぜ、今コミュニティ・スクールなのか」をテーマに、開

催した。 

     学校運営協議会（委員候補者）研修会を１１月２５日に委員候補

者を対象に教育センターで開催し、南丹市立園部小学校の榊貢氏か

ら実践の紹介やワークショップをしていただいた。 

     第２回ワーキンググループを１２月８日に教育センターで実施し

た。実際に学校現場の教職員の意見を取り入れるため、６中学校区
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から１人ずつ代表が集まり、意見交換を行っている。 

     第５回小中一貫教育推進協議会を１２月１４日に実施し、意見書 

骨子案について協議し、以下の４つの内容となった。 

     １点目に、「子どもにつけたい力は」なにかを協議し、表にまと

めている。これからの未来を生きていく子どもたちには、「主体性、

思考力」、「情報を活用する力」、「優しさや思いやり」等の力を

つけてほしいため協議会としてのメッセージを発信することとなっ

た。「コミュニティ・スクールをはじめ学校教育だけではなく、様々

な場面でこの力をつけていくようにしていただきたい。」と意見を

いただいたため、「すべての子どもたちに、学校教育、家庭教育、

社会教育をはじめ、子どもたちを取り巻くあらゆる環境や機会を通

じて育んでいくことを強く願う。」と表現している。加えて、小中

一貫教育は「子どもにつけたい力」をより確実に伸ばすための非常

に効果的な方法であると示している。 

     ２点目に、施設一体型小中一貫校を導入していくべきかどうかに

ついて提言をいただいた。今は離れている小中学校間で小中一貫教

育を進めていくことが大事であり、より高い教育効果が得られるの

が施設一体型であるという話の中で、施設一体型に移行するのが望

ましいという意見でまとまった。理由としては、ア「同じ空間で９

学年が集い、学ぶことで得られる効果」、イ「小中の教員が常に協

働できることで得られる効果」があるからである。 

     ３点目に、施設整備着手の方向性については、市の大きな施策で

あるため、進める際には、必要な校数をモデル校として設置し、効

果や課題を検証した上で取り組む必要があり、モデル校を設置する

のであれば吉川が良いとまとまった。そこで、吉川をモデル校とす

る理由と付帯意見を挙げた。理由としては、①通学の課題があるこ

と、②過去の総合教育会議において、「小規模になったとしても吉

川に学校を残す」としたこと、③吉川の４つの小学校を統合しても、

まだ多くの学年で単学級であることである。そのため、小学校と中

学校を一緒にし、多くのふれあいが生まれる施設一体型の環境に可

能な限り早く移行するべきであることが示されている。附帯意見と

しては、①子どもの人口が減っているため、可能な限り早く着手す

ること、②「特認校制度」等の施策を検討する必要があること、③

教育施設だけではなく、公共施設の複合化などを検討し、地域との

つながりを大事に考え、まちづくりとの関連性も考慮する必要があ



 

- 8 - 

 

ることである。 

     ４点目に、学校施設の将来像について、以前には、５校のイメー

ジ図が示されていたが、社会の劇的な変化が予想される中で、設置

すべき学校数を固定して考えるのではなく、変化に対して柔軟に対

応していく必要があると考えるという意見でまとまった。附帯意見

としては、①子どもの人口の推移をみて人口推計を行い、各地域に

おける学校の在り方を検討すること、②コミュニティ・スクールを

核とした地域との関わりを大切にすること、③ＩＣＴ環境をはじめ、

社会の大きな変化が予想されており、「学校」のもつ根本的な役割

の変化にしっかりと対応していくこと、④小規模化が進んでいる学

校への対応は喫緊の課題であり、慎重かつ早急に対応を検討するこ

とである。 

     今後の予定について、１月に第６回協議会を行い、２月に教育長

が協議会の委員長から意見書を受領する。 

 

 （石井委員）これだけのことを網羅するに当たって、様々な協議をされた

ことがよく分かる骨子案になっている。つけたい力について、私たち

が何度も協議してきた内容が全て盛り込まれている。今後、同じ方向

性でどれだけ様々な方に共有できるかが大切である。 

 

  （８）教育・保育課報告事項 

    〇仲谷教育・保育課長が次のように報告した。 

     令和４年度アフタースクール冬休み入所児童募集を、１１月１４

日から３０日まで行い、申請数が１２人であった。 

     特定教育・保育施設第三者評価を記載の日程で実施した。１２月

１６日の清心認定こども園は、新型コロナウイルス感染症の関係で

中止となった。１月以降に日程調整を行う。 

     今後の予定については、第三者評価、実地監査、次世代研修、キ

ャリアアップ研修、保育協会理事会を記載の日程で実施する。 

     ９月以降、静岡県でバスの置き去り事件や不適切な保育が行われ

た事案等が発生したため、厚生労働省と内閣府から虐待等に関する

対応についての留意事項が示され、１２月８日に実施した三木市保

育協会理事会で周知した。同日に県からも通知があり、公立２園、

民間１４園に対して手引書とチェックリストについて、周知した。

幼稚園は、文科省より通知予定であるため、別途行う。留意事項の
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主な内容は、子どもの安全安心が最も配慮されるべき保育所におい

て、虐待はあってはならず、発生防止のためにも不適切な保育の未

然防止及び発生時の対応についての手引書とチェックリストを活用

し、今一度保育の在り方を点検することである。事案があれば隠さ

ずすぐ報告することが大事であることが記載されており、各園に周

知する際に、その点に注意していただくことを特に注記して通知し

た。 

     教育保育の施設評価について、保護者及び職員を対象にアンケー

トを実施している。アンケートはＱＲコードを用いて行うため、簡

単に回答でき、市に回答が直接届くため、保護者及び職員の率直な

意見が記入されていると思う。アンケートの回答率は７０％で、虐

待等に関する記入はない。 

     今後は、手引書とチェックリストを活用して、各園所で点検をし、

保護者が相談ができるような体制を整える。 

     バスでの置き去り事故について、国の方針で、未就学児の送迎バ

スの置き去りを防止をする安全対策整備が義務化される。今後、国

の補助を活用し、整備を進める。現在、三木市では、連携協定を結

んでいる企業から、バスでの置き去りを防止するためＱＲコードを

読み取りチェックする実証実験を１２月１３日から約２か月いずみ

認定こども園及びあけぼの認定こども園で行っている。車内３か所

のＱＲコードを読み取り送信すると、園の事務所に「車内確認終了」

との通知が届く。将来的には保護者の携帯にも通知できるシステム

である。 

 

 （梶委員）置き去り防止にテクノロジーを利用することについては、子ど

もを預かる職員として、当たり前のことが当たり前にできていないと

いういい加減な状態でテクノロジーに頼るのは納得がいかない。子ど

もがいないか、忘れ物がないか等をまず確認する。そして、それをカ

バーするのがシステムであって、子どもを守るという一番大切なこと

が最優先となるよう各園に指導していただきたい。 

 

 （仲谷教育・保育課長）実際にブザーやＱＲコードを使うと機械に頼って

しまい、何を目的としているか分からなくなる。まず、自分の目で目

視確認をし、補助機能としてブザーやＱＲコードを使用するという認

識で行動しないといけないと園長とも話をした。 
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 日程第６ その他  

（中嶋委員）高校の学校再編で新しい情報はないか。また、今回の再編計

画で、保留となっている地域がある理由について教えていただきたい。 

 

（田中学校教育課長）高校の学校再編については、高校再編に向けた検討

委員会が終了し、県等の会議に出席することも全くなくなったため、

新しい情報はない。 

他地域の高校再編については、どのような経緯で保留になったのか

は分からない。 

 

 （中嶋委員）中播磨地域だったと思うが、対象が広域ということもあり、

進める中で課題が出てきたことが関係し、解決に向けての保留となっ

たと思う。 

    三木市でも再編が進み、通学において距離的、時間的及び体力的に

も影響が出てくる。特に市を跨いでバスで通学する場合、１区間だけ

でも凄く金額が上がると聞いている。経済的な負担については、教育

の公平性からも考え、対応を進めていただきたい。 

 

 （田中学校教育課長）神戸市では、学区再編により５学区になってから、

これまでより通学に費用を要していると市民から意見があり、通学補

助等を検討して実施している。三木市も令和７年度の統合を踏まえ、

どのくらい通学に費用を要している家庭が多いのか把握ができないか

ぎり踏み切るのは難しい。通学時間に関しては、学校の始業に合うよ

うに時間を調整するなど、神姫バス等との調整が必要と考える。 

    既に他市の学校へ通学している子どもが多くいるため、公平性も考

慮し、進めていきたい。 

 

 日程第７ 次回定例会の開催日程について 

   教育長が、次回の教育委員会定例会の開催について諮り、令和５年 

１月２０日午後２時から開催することを決定した。 

 

 

     *************************************************** 
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（非公開） 

日程第４ 協議事項１１ 令和５年度の予算編成に係る教育予算について 

 

協議事項１１は、三木市教育委員会会議規則第５条第１項ただし書の

規定により、非公開で審議したため、同規則第３１条の規定により、内

容については記載しない。 

 

 

     *************************************************** 

 

 

 閉  会 

教育長が、令和４年１２月三木市教育委員会定例会の閉会を宣言した。 
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【令和４年１２月三木市教育委員会定例会会議録】 
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